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第
一
章

戸
長
役
場
が
改
め
ら
れ
た
。
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
で
一
か
所
、

秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
で
一
か
所
の
計
二
か
所
に
連
合
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
た
。

　

一
八
八
八
年
四
月
、
市
制
・
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
町
域
内
で
は

翌
年
十
月
、
太
田
村
（
秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
）・
小
口
村
（
余
野
・

小
口
）・
富
成
村
（
河
北
・
外
坪
）
の
三
か
村
に
合
併
し
、
七
か
村
の

名
称
は
各
村
の
大お
お

字あ
ざ

名
と
な
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
大
字
名
と
な
っ
た
秋
田
・
豊
田
・
大
屋
敷
・
外
坪
・

河
北
・
余
野
（
余
野
・
垣か
き

田た

・
さ
つ
き
ケが

丘お
か

）・
小
口
（
上
小
口
・
中

小
口
・
下
小
口
）
の
順
に
地
区
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
４
―
１
―
１
）。

　

な
お
、
一
九
〇
六
年
に
大
口
村
が
誕
生
し
た
翌
年
度
に
は
区
長
制

度
が
始
ま
っ
て
い
る
。『
大
口
村
誌
』
に
は
、
一
九
〇
七
年
を
第
一
回

と
し
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
第
二
六
回
ま
で
に
お
け
る
区
長

及
び
区
長
代
理
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
地
区
名
の
記
載
が
な
い

た
め
氏
名
か
ら
の
推
察
と
な
る
が
、
最
初
の
七
人
が
区
長
で
秋
田
・

　

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
廃
藩
置
県
の
後
、
尾
張
国
と
三
河
国

に
一
二
の
県
が
置
か
れ
、
同
年
十
一
月
に
尾
張
国
（
知
多
郡
を
除
く
）

は
名
古
屋
県
に
、
三
河
国
と
知
多
郡
は
額ぬ

か

田た

県
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、

町
域
内
に
存
在
し
た
小お

口ぐ
ち

・
御ご

供ご

所し
ょ

・
長な
が

桜さ
く
ら・
大お
お

屋や

敷し
き

・
外と

坪つ
ぼ

・
余よ

野の

・
河こ

北ぎ
た

の
七
か
村
と
、
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
に
よ
り
成
立
し
た

村
々
は
、
名
古
屋
県
に
属
し
た
。
翌
一
八
七
二
年
四
月
に
名
古
屋
県

は
愛
知
県
と
改
め
ら
れ
、
同
年
十
一
月
に
額
田
県
を
廃
し
て
愛
知
県

の
管
轄
に
移
し
、
律
令
制
か
ら
永
く
続
い
た
尾
張
国
・
三
河
国
は
愛

知
県
と
し
て
統
合
さ
れ
た
。

　

一
八
七
八
年
七
月
に
、
郡
区
町
村
編
制
法
が
公
布
さ
れ
た
。
県
で

は
十
二
月
に
施
行
さ
れ
、
丹
羽
郡
役
所
が
小こ

折お
り

村
（
現
江
南
市
布ほ

袋て
い

）

に
設
け
ら
れ
た
。
町
域
内
は
七
か
村
に
集
約
さ
れ
、
御
供
所
村
は
豊と
よ

田た

村
に
、
長
桜
村
は
秋あ
き

田た

村
に
近
隣
の
新
田
村
と
合
併
し
て
改
称
し

た
。
そ
し
て
丹
羽
郡
の
治
下
に
入
り
、
戸
長
・
戸
長
役
場
が
置
か
れ

た
。
一
八
八
四
年
に
は
、
小
折
村
に
丹
羽
郡
役
所
庁
舎
が
建
て
ら
れ
、

地
域
の
あ
ゆ
み
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豊
田
・
大
屋
敷
・
外
坪
・
河
北
・
余
野
・
小
口
の
順
で
書
か
れ
、
小

口
区
長
は
下
小
口
・
中
小
口
・
上
小
口
の
順
で
輪
番
と
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
に
、
区
長
代
理
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
年
に
よ
っ
て
七
人
か
ら
一
〇
人
と
人
数
に
差
が
あ
る
。
一

九
四
四
年
度
の
区
長
及
び
区
長
代
理
の
告
示
書
類
に
は
、
七
人
の
区

長
と
七
人
の
区
長
代
理
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
五
十
年
の
歩
み
』
に
は
、
区
長
の
氏
名
が
九
人
書
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
年
以
前
に
区
長
は
九
人
と
な
り
、
そ
の
後
、
一
九
六

四
年
二
月
か
ら
垣
田
（
県
営
住
宅
）
が
追
加
さ
れ
、
一
九
八
七
年
に

余
野
か
ら
分
区
し
た
、
さ
つ
き
ケ
丘
の
区
長
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
現
在
、
毎
年
一
一
人
の
区
長
が

選
出
さ
れ
、
地
域
活
動
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代

以
降
の
名
称
地
番
変
更
に
と
も
な
う
境
界
変
更
に
よ
り
、
区
長
は
大

字
の
代
表
者
か
ら
行
政
区
の
代
表
者
と
な
っ
た
。

　

各
節
に
掲
載
し
た
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
三
年
か
ら

集
計
が
始
ま
っ
た
行
政
区
ご
と
の
人
口
デ
ー
タ
を
主
に
使
用
し
た
。

ま
た
、
名
称
地
番
変
更
に
と
も
な
い
、
居
住
地
が
隣
接
行
政
区
に
変

わ
っ
た
り
、
分
家
に
よ
り
隣
の
行
政
区
に
所
有
す
る
土
地
に
新
居
を

建
て
た
り
し
た
場
合
に
は
、
元
の
行
政
区
に
属
す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
区
の
人
口
が
地
区
内
の
土
地
に
居
住
す
る
人
の
み
を

表
す
わ
け
で
は
な
い
。

　

人
口
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
各
地
区
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
一
六
五
五
～
七
三
年
（
明
暦
～
寛
文
年
間
）
に
尾
張
藩
の
国
奉

行
所
の
管
轄
で
作
成
さ
れ
た
『
寛か
ん

文ぶ
ん

村む
ら

々む
ら

覚お
ぼ
え

書が
き

』（
以
下
『
覚
書
』）

と
、
尾
張
藩
士
で
あ
る
樋ひ

口ぐ
ち

好よ
し

古ふ
る

が
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
か
ら

作
成
し
始
め
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
に
完
成
し
た
『
尾お

張わ
り

徇じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』（
以
下
『
徇
行
記
』）
と
い
う
二
つ
の
地
誌
を
も
と
に
述
べ
る
。
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第
一
節
　
秋
田

	

　

町
の
南
部
に
位
置
し
、
南
東
は
小
牧
市
、
西
は
豊
田
地
区
に
接
す

る
。
県
道
宮
後
小
牧
線
・
県
道
若
宮
江
南
線
・
国
道
一
五
五
号
が
東

西
に
走
る
。
水
田
を
中
心
と
し
た
農
業
地
域
で
あ
る
。
大
口
町
中
央

公
民
館
・
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
・
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
大
口
出
張
所
が
地
区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
で
あ
る
有
舌
尖
頭
器
が
中
原
と
北
替
地

か
ら
出
土
し
、
縄
文
土
器
片
も
北
替
地
・
東
ひ
が
し

藪や
ぶ

山や
ま

・
南
山
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
こ
の
他
、
桜
塚
古
墳
や
明
治
時
代
に
道
路
工
事
で
滅
失

し
た
仏ぶ
っ

鬼き

塚づ
か

古
墳
な
ど
が
立
地
す
る
。

　

秋
田
と
豊
田
の
境
に
あ
る
天
神
社
は
、
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し

た
『
尾
張
國
内
神
名
帳
』
の
丹
羽
郡
の
項
に
あ
る
「
奈
良
志
天
神
」

で
あ
り
、
も
と
も
と
御ご

供ご

所し
ょ

村
奈な

良ら

子し

（
豊
田
地
区
）
の
鎮
守
社
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長な
が

桜さ
く
ら村
（
秋
田
地
区
）
の
発
展
に
よ
り
長
桜
村

の
鎮
守
社
と
な
っ
た
（
第
三
編
第
三
章
第
一
節
）。

　
『
信の
ぶ

雄か
つ

分ぶ
ん

限げ
ん

帳ち
ょ
う』
に
よ
る
と
、
長
桜
に
織
田
信
雄
の
家
臣
丹
羽
民み
ん

部ぶ

の
知
行
地
（
領
地
）
が
あ
っ
た
が
、
一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
、

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

方
に
占
領
さ
れ
不ふ

知ち

行ぎ
ょ
う（

領
地

で
な
く
な
る
こ
と
）
と
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
尾
張
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
覚
書
』
に
書
か
れ

た
村
で
、
後
の
大
字
秋
田
と
な
る
村
と
し
て
、
長
桜
村
・
入い
る

鹿か

長な
が

桜さ
く
ら

替か
え

地ち

新
田
・
入い
る

鹿か

八は
ち

左ざ

衛え

門も
ん

新
田
・
入い
る

鹿か

伝で
ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
宗そ
う

雲う
ん

入い
る

鹿か

新
田
が
あ
る
。
す
べ
て
の
村
は
蔵く
ら

入い
り

地ち

（
尾
張
藩
の
直
轄
領
）
で

小
牧
代
官
所
の
管
理
下
に
あ
っ
た
。

　

長
桜
村
は
、
先
述
の
と
お
り
天
神
社
を
鎮
守
社
と
し
て
、
そ
こ
か

ら
東
南
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
よ
る

と
、
生
産
す
べ
き
石
高
に
対
し
、
労
働
力
不
足
の
た
め
散さ
ん

田で
ん

（
荒
地

ま
た
は
川
辺
な
ど
、
常
時
は
課
税
さ
れ
な
い
土
地
を
耕
し
、
軽
い
税

を
納
め
た
田
）
が
多
く
貧
村
と
あ
る
。

　

入
鹿
長
桜
替
地
新
田
は
、「
替
地
」
と
い
う
地
名
の
由
来
と
し
て
以

下
の
よ
う
な
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
紀
伊
国
田
辺
城
主

安あ
ん

藤ど
う

直な
お

次つ
ぐ

（
紀
伊
藩
付
家
老
）
の
子
で
訳
あ
っ
て
浪
人
と
な
っ
た
安

藤
彦
十
郎
直
高
が
、
一
六
四
九
（
慶
安
二
）
年
に
愛
知
郡
古ふ
る

渡わ
た
り村
（
現

名
古
屋
市
中
村
区
古
渡
）
に
来
て
棚た
な

村む
ら

小こ

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

と
出
会
っ
た
。
直
高

は
、
子
の
安
藤
伊い

兵へ

衛え

と
棚
村
小
十
郎
を
と
も
な
い
長
桜
村
に
移
り
、

村
の
土
豪
で
あ
っ
た
鈴す
ず

木き

重し
げ

任と
う

に
許
し
を
得
て
、
長
桜
村
の
南
辺
を
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開
発
し
た
。
さ
ら
に
南
方
の
土
地
（
現
替
地
集
落
）
を
開
墾
し
て
集

落
が
で
き
た
。
同
地
は
犬
山
城
主
成
瀬
氏
の
領
地
で
あ
っ
た
た
め
、

尾
張
藩
主
に
申
し
出
て
小
口
村
に
あ
っ
た
尾
張
領
の
一
部
と
交
換
し

た
。
そ
れ
か
ら
「
替
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

入
鹿
八
左
衛
門
新
田
は
、
庄
屋
八
左
衛
門
の
先
祖
五
代
以
前
に
長

桜
村
の
北
に
集
落
を
形
成
し
、
開
墾
し
た
田
は
長
桜
村
・
宗
雲
新
田
・

伝
右
衛
門
新
田
に
入
交
り
、
六
か
所
程
に
分
か
れ
て
い
た
。
一
七
八

二
（
天
明
二
）
年
の
洪
水
で
田
が
荒
廃
し
、
御
供
所
村
の
伴
左
衛
門
、

小
折
入
鹿
出
新
田
の
弥
左
衛
門
が
耕
作
を
引
き
継
い
だ
と
さ
れ
る
。

　

入
鹿
伝
右
衛
門
新
田
は
、
庄
屋
伝
右
衛
門
の
六
代
前
に
あ
た
る
先

人
が
、
安や
す

良ら

村
（
現
江
南
市
安
良
）
か
ら
移
り
住
み
、
一
六
六
二
（
寛

文
二
）
年
に
は
周
辺
の
荒
地
の
大
半
を
開
墾
し
た
。

　

宗
雲
入
鹿
新
田
は
、
奥
州
か
ら
来
た
小
笠
原
宗
雲
が
家
来
の
左
右

田
弥
次
右
衛
門
と
佐
竹
左
大
夫
に
開
墾
さ
せ
て
で
き
た
集
落
で
あ
る
。

左
右
田
弥
次
右
衛
門
は
、
一
六
六
一
年
に
屋
敷
地
内
に
権
現
社
を
勧か
ん

請じ
ょ
うし

た
と
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
熊
野
社
に
あ
た
る
。
集
落
は
、
南

屋
敷
・
中
屋
敷
・
北
屋
敷
に
分
か
れ
て
い
た
。

　

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
長
桜
村
と
四
つ
の
新
田
村
は
、
合

併
し
て
秋
田
村
と
な
る
。
一
八
八
九
年
十
月
に
太
田
村
大
字
秋
田
と

な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口

町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
一
八
九
〇
年
以
降
水
利
組
合
を

相
次
い
で
設
立
し
、
昭
和
初
期
に
は
養
鶏
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
一
九

七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
か
ら
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
が
始

ま
っ
た
。

　

名
称
地
番
変
更
に
よ
り
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
一
月
九
日
か

ら
秋
田
字
柳
原
は
、
大
屋
敷
三
丁
目
と
奈
良
子
二
丁
目
に
な
っ
た
。
大

屋
敷
三
丁
目
と
な
っ
た
旧
秋
田
字
柳
原
三
三
番
地
に
は
桜
塚
古
墳
が

あ
り
、
名
称
地
番
変
更
以
降
も
長
桜
地
区
で
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。

地
区
内
集
落

　

秋
田
地
区
内
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
名
残
で
、
長
桜
（
ハ
ラ
含

む
）・
替
地
・
八は

ち

左ざ

・
宗そ
う

雲う
ん

・
伝で
ん

右ね

の
五
つ
の
集
落
（
組
）
で
構
成

し
、
輪
番
で
区
長
を
選
出
し
て
い
る
。
各
組
は
、
複
数
の
班
で
成
り

立
っ
て
い
る
（
４
―
１
―
２
）。

　
「
ハ
ラ
」
は
、
通
称
名
と
し
て
残
る
旧
小
字
の
「
中
原
」
を
中
心
と

し
た
地
域
の
こ
と
で
あ
る
（
第
四
編
第
三
章
第
一
節
）。
住
民
に
よ
る

と
、
長
桜
か
ら
新
田
開
発
に
出
て
代
々
墓
地
も
同
じ
場
所
で
あ
っ
た

と
い
う
。
実
際
に
「
ハ
ラ
」
の
住
民
は
、
隣
接
す
る
伝
右
・
宗
雲
で

は
な
く
、
長
桜
と
付
き
合
い
が
あ
る
。
人
口
は
、
微
増
傾
向
に
あ
り
、

町
内
全
人
口
の
九
％
台
で
推
移
し
て
い
る
（
４
―
１
―
３
）。
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第
二
節
　
豊
田

	

　

町
の
南
西
部
に
位
置
し
、
北
は
大
屋
敷
地
区
、
東
は
秋
田
地
区
、

西
は
五
条
川
を
境
に
江
南
市
、
南
は
小
牧
市
に
接
す
る
。
国
道
一
五

五
号
・
県
道
若
宮
江
南
線
が
東
西
に
走
る
。
北
部
は
住
宅
地
、
南
部

は
水
田
中
心
の
農
業
地
域
が
広
が
る
。
南
保
育
園
・
大
口
南
小
学
校

が
地
区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
で
あ
る
有
舌
尖
頭
器
が
西
河
原
か
ら
出

土
し
、
白
木
（
現
豊
田
一
丁
目
）
地
内
に
は
弥
生
時
代
か
ら
古
代
の

集
落
遺
跡
と
古
墳
が
所
在
し
、
明
治
時
代
に
道
路
工
事
で
滅
失
し
て

し
ま
っ
た
が
、
仏ぶ
っ

鬼き

塚づ
か

古
墳
・
い
わ
き
塚
古
墳
の
出
土
品
（
第
三
編

第
六
章
第
二
節
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
堀
尾
氏
が
御
供
所
に
入
り

土
豪
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
五
五
九
（
永
禄
二
）
年
、
織

田
信
長
に
よ
り
岩
倉
城
が
攻
め
落
と
さ
れ
る
ま
で
、
堀ほ
り

尾お

泰や
す

晴は
る

・
吉よ
し

晴は
る

親
子
は
岩
倉
城
に
出
仕
し
て
い
た
。
一
四
八
四
（
文
明
十
六
）
年

に
桂け
い

林り
ん

和
尚
に
よ
り
長
ち
ょ
う

楽ら
く

寺じ

が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
御
供
所
は
集
落

4-1-2　秋田地区内集落図

4-1-3　秋田の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合
（％）

世帯数
（戸）

世帯割合
（％）

1670頃 222 7 43 7.7

1822頃 456 9.6 113 10

1932 740 10.1 129 9.7

1953 838 9.6 ― ―

1963 817 7.2 ― ―

1973 1,036 6.6 301 5.7

1983 1,572 9.3 389 8.1

1993 1,766 9.6 483 8.8

2003 2,096 9.9 634 9.1

2013 2,256 9.9 782 9.4

2022 2,368 9.8 910 9.3
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と
し
て
成
立
し
て
い
た
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　
『
覚
書
』
に
記
載
さ
れ
た
村
名
の
う
ち
、
後
の
大
字
豊
田
に
入
る
も

の
と
し
て
、
御ご

供ご

所し
ょ

村
・
入い
る

鹿か

三さ
ん

右え

も

ん
衛
門
新
田
・
小こ

折お
り

入い
る

鹿か

出で

新
田
・

入い
る

鹿か

又ま
た

助す
け

新
田
・
入
鹿
九く

郎ろ
う

右え

も

ん
衛
門
新
田
が
あ
る
。
な
お
『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』

で
は
「
入
鹿
九
郎
左ざ

衛え

門も
ん

新
田
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
九
郎
右

衛
門
」
と
す
る
。
小
牧
代
官
所
の
管
理
下
に
あ
り
、
新
田
村
は
蔵く
ら

入い
り

地ち

（
尾
張
藩
の
直
轄
領
）
で
あ
っ
た
。

　

御
供
所
村
に
つ
い
て
『
覚
書
』
に
よ
る
と
、
枝
郷
（
村
内
で
元
の

集
落
（
本
郷
・
元
郷
）
か
ら
分
出
し
た
集
落
）
と
し
て
奈な

良ら

師し

（
現

奈な

良ら

子し

）
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
徇
行
記
』
に
よ
る
と
、
幼

川
（
現
五
条
川
）
の
南
に
東
奈
良
師
・
北
に
西
奈
良
師
と
分
か
れ
て

い
る
。
御
供
所
村
は
竹
木
が
よ
く
茂
り
、
土
も
よ
く
、
生
産
す
べ
き

石
高
に
対
し
農
民
の
労
働
力
も
足
り
て
お
り
、
農
民
の
頭
で
あ
る
伴

左
衛
門
は
村
内
と
近
隣
の
村
に
も
新
田
を
多
く
持
ち
、
佐
右
衛
門
・

繁
右
衛
門
も
持
ち
高
が
多
い
と
あ
る
。
な
お
、
一
八
四
一
（
天
保
十

二
）
年
の
御
供
所
村
と
九
郎
右
衛
門
新
田
の
村
絵
図
（
以
下
「
天
保

の
村
絵
図
」）
に
は
「
庄
屋　

社
本
伴
左
衛
門
」
と
あ
る
。
ま
た
、
御

供
所
村
は
、
蔵
入
地
と
給
き
ゅ
う

知ち

（
藩
士
の
所
領
）
の
蔵
給
立
合
（
同
じ

村
で
尾
張
藩
に
年
貢
を
納
め
る
土
地
と
藩
士
の
所
領
が
あ
る
こ
と
）

で
尾
張
藩
士
一
九
人
の
名
前
が
『
徇
行
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

入
鹿
三
右
衛
門
新
田
に
つ
い
て
一
六
七
〇
年
頃
と
一
八
二
二
年
頃

を
比
較
す
る
と
、
戸
数
の
三
軒
は
変
わ
ら
な
い
が
、
人
口
は
五
人
か

ら
一
五
人
に
増
加
し
て
お
り
、
新
田
村
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
様

子
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
徇
行
記
』
に
は
開
墾
当
時
、
庄
屋
の
伊
右
衛

門
が
一
人
で
住
ん
で
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

小
折
入
鹿
出
新
田
に
つ
い
て
一
八
二
二
年
頃
の
人
口
を
み
る
と
、

一
六
七
〇
年
頃
の
六
軒
五
三
人
か
ら
一
八
軒
九
一
人
と
増
え
て
い
る
。

こ
の
新
田
は
、
庄
屋
の
（
土
田
）
弥
十
郎
の
先
祖
が
開
墾
し
た
が
、

弥
十
郎
の
宅
地
は
入
鹿
三
右
衛
門
新
田
の
東
に
あ
っ
た
。
入
鹿
三
右

衛
門
新
田
は
小
折
入
鹿
出
新
田
の
支し

邑ゆ
う

（
小
折
出
新
田
か
ら
分
か
れ

た
村
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
鹿
又
助
新
田
は
、『
覚
書
』
に
一
戸
三
人
と
あ
り
、
新
田
主
又
助

が
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
、
家
が
途
絶
え
て
小
折
入
鹿
出
新
田
の

庄
屋
が
こ
の
新
田
も
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
『
徇
行
記
』
に
あ

る
。
天
保
期
の
村
絵
図
は
、
小
折
入
鹿
出
新
田
と
入
鹿
又
助
新
田
が

一
枚
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
は
、『
覚
書
』
や
一
八
四
一
年
と
一
八
五
一

（
嘉
永
四
）
年
の
村
絵
図
に
「
入
鹿
九
郎
右
衛
門
新
田
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
が
、『
徇
行
記
』
は
「
入
鹿
九
郎
左
衛
門
新
田
」
と
な
っ
て
い

る
。
一
八
二
二
年
頃
に
は
、
人
口
が
一
六
七
〇
年
頃
の
五
戸
三
五
人
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か
ら
四
戸
一
二
人
に
減
少
し
、
目
標
石
高
に
対
し
て
労
働
力
不
足
に

よ
り
貧
し
い
村
と
な
っ
た
た
め
、
新
田
を
開
い
た
九
郎
左
衛
門
の
末ま
つ

裔え
い

は
零
落
し
、
御
供
所
村
の
庄
屋
の
管
理
と
な
っ
た
と
あ
る
。

　

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
御
供
所
村
と
四
つ
の
新
田
村
は
、

合
併
し
て
豊
田
村
と
な
る
。
一
八
八
九
年
十
月
に
太
田
村
大
字
豊
田

と
な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
を
施
行
す
る
ま
で
大
口
村
・
大
口

町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

明
治
時
代
に
は
、
五
条
川
筋
の
水
力
を
利
用
し
た
水
車
業
が
三
軒

あ
り
、
精
米
・
精
麦
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
九
〇
七
年
頃

か
ら
養
鶏
が
盛
ん
と
な
る
。
秋
田
と
同
じ
く
一
八
九
〇
年
以
降
水
利

組
合
を
設
立
し
水
利
事
情
は
改
善
さ
れ
た
。
一
九
六
四
（
昭
和
三
十

九
）
年
農
業
構
造
改
善
事
業
に
着
手
し
た
。

地
区
内
集
落

　

東
御
供
所
・
西
御
供
所
・
東
奈
良
子
・
西
奈
良
子
・
小
折
新
田
の

五
つ
の
集
落
（
組
）
か
ら
な
り
、
輪
番
で
区
長
を
選
出
し
て
い
る
。

副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定
者
が
務
め
る
（
４
―
１
―
４
）。

　

人
口
は
、
一
九
七
三
年
五
月
末
の
二
九
三
六
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
り
、
世
帯
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
（
４
―
１
―
５
）。

4-1-4　豊田地区内集落図

4-1-5　豊田の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 422 13.3 74 13.4

1822頃 701 14.7 167 14.7

1932 1,294 17.7 237 17.9

1953 1,626 18.7 ― ―

1963 1,622 14.4 ― ―

1973 2,757 17.6 1,127 21.5

1983 2,013 11.9 493 10.3

1993 2,079 11.3 533 9.7

2003 2,002 9.5 562 8.1

2013 1,926 8.4 642 7.7

2022 1,826 7.5 720 7.3
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第
三
節
　
大
屋
敷

	

　

町
の
中
西
部
に
位
置
す
る
。
北
か
ら
北
東
に
か
け
て
は
下
小
口
地

区
、
東
か
ら
南
に
か
け
て
は
秋
田
地
区
、
南
は
豊
田
地
区
、
そ
し
て

西
は
昭
和
用
水
を
境
に
江
南
市
に
接
す
る
。
大
口
中
学
校
・
大
口
郵

便
局
・
大
口
町
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
町
民
会
館
・
愛
知
北
農
協
大
口

支
店
・
大
口
交
番
が
所
在
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
草
創
期
の
石
器
で
あ
る
有
舌
尖
頭
器
が
山
間
（
現
高
橋

二
丁
目
）
か
ら
出
土
し
、
大
御
堂
地
内
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
あ

る
。
ほ
場
整
備
に
よ
り
滅
失
し
た
古
墳
も
あ
る
が
、
大
日
塚
古
墳
・

し
ょ
う
ね
ん
塚
古
墳
が
残
っ
て
い
る
。

　

一
五
四
三
（
天
文
十
二
）
年
六
月
十
六
日
付
け
戒か
い

蔵ぞ
う

坊ぼ
う

厳げ
ん

良り
ょ
う

起き

請し
ょ
う

文も
ん

に
「
お
や
敷
」
を
含
む
七
か
村
が
「
尾
州
石い
し

枕ま
く
ら戒

蔵
坊
代
々
白
山

先
達
所
」
と
し
て
記
さ
れ
、
地
区
内
に
白
山
信
仰
が
広
が
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
信の
ぶ

雄か
つ

分ぶ
ん

限げ
ん

帳ち
ょ
う』
に
よ
る
と
大
屋
敷
に
織

田
信
雄
の
家
臣
二
宮
与
三
右
衛
門
と
佐
橋
弥
右
衛
門
の
知
行
地
（
領

地
）
が
あ
っ
た
。
一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
、
小
牧
・
長
久
手
の

戦
い
で
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

方
に
占
領
さ
れ
不
知
行
と
な
っ
た
。

　
『
覚
書
』
に
よ
る
と
、
大
屋
敷
村
の
項
に
は
、
枝
郷
と
し
て
「
高た
か

橋は
し

・
大お
お

御み

堂ど
う

」
と
あ
る
。
社
は
六
か
所
「
三
明
神
・
神
明
・
諏す

訪わ

・

県
宮
・
天
神
・
八
幡
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
所
在
は
、
天
保
期
の
村

絵
図
に
よ
る
と
本
郷
集
落
付
近
に
天
神
社
、
高
橋
集
落
付
近
に
諏
訪

社
、
大
御
堂
集
落
付
近
に
縣
社
・
三
明
神
社
、
五
条
川
沿
い
の
新
田

集
落
付
近
に
神
明
社
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
丹
羽
郡
稲
木
庄
大

屋
敷
村
絵
図
面
』（
一
八
〇
〇
年
代
中
頃
成
立
）
で
は
、
三
明
神
社
の

場
所
に
「
三
名
神
社
・
八
幡
社
・
白
山
社
」
と
あ
る
。

　
『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
よ
る
と
、
大
屋
敷
村
は
、
尾
張
藩
領
小
牧
代
官
所
支

配
下
で
、
家
臣
二
五
人
分
の
給
き
ゅ
う

知ち

高
七
九
五
石
、
藩
の
蔵
入
地
高
五

一
石
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
村
の
生
産
高
に
対
し
人
口
が

少
な
く
、
他
の
村
か
ら
九
〇
人
ほ
ど
に
対
し
て
耕
作
を
依
頼
し
て
お

り
、
村
中
が
労
働
力
不
足
の
た
め
、
徐
々
に
貧
し
い
村
と
な
っ
た
と

あ
る
。
御
供
所
村
の
富
裕
農
で
あ
る
伴
左
衛
門
は
、
大
屋
敷
村
内
で

多
く
の
田
畑
を
持
っ
て
い
た
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
木
津
用
水
史
』
や
『
大
口
町
史
』
に
よ
る
と
、
五
条
川
筋
に
水
車

が
二
か
所
あ
り
米
麦
を
つ
い
た
と
あ
り
、
一
八
三
〇
年
代
（
天
保
年

間
）
頃
か
ら
明
治
初
年
ま
で
運
上
金
を
納
め
て
い
た
。

　

一
八
一
〇
年
前
後
（
文
化
年
間
）
か
ら
天
然
の
桑
に
よ
る
養
蚕
が
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お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
明
治
に
入
り
盛
ん
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
、
桑
苗
な
ど
の
苗
木
栽
培
も
盛
ん
と
な
っ
た
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
十
月
に
太
田
村
大
字
大
屋
敷
と
な

り
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字

名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
二
月
、
大
屋
敷
字
丸
は
名
称
地
番

変
更
に
よ
り
下
小
口
七
丁
目
の
一
部
と
な
っ
た
。
こ
の
地
は
、『
丹
羽

郡
稲
木
庄
大
屋
敷
村
絵
図
面
』（
一
八
〇
〇
年
代
中
頃
成
立
）
に
「
中な
か

嶋し
ま

佐さ

兵ひ
ょ
う
え
の
す
け

衛
佑
城
跡
」
と
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
「
丸
ノ
内
・
字
丸
裏
」

と
い
っ
た
小
字
名
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
由
来
と
な
り
、
明
治

に
入
る
と
、
そ
の
一
帯
を
大
屋
敷
字
丸
と
し
た
。
そ
し
て
、
名
称
地

番
変
更
の
際
、「
丸
」
と
い
う
地
名
が
残
る
よ
う
、
字
丸
か
ら
西
側
の

範
囲
を
「
丸
一
丁
目
・
丸
二
丁
目
」
と
し
た
。

4-1-6　大屋敷地区内集落図
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地
区
内
集
落

　

本
郷
・
大
御
堂
・
高
橋
・
新
田
・
山さ
ん

王の
う

道ど
う

の
五
つ
の
集
落
が
あ
り
、

輪
番
で
区
長
を
選
出
し
て
い
る
。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定

者
が
務
め
る
。
区
会
議
員
は
、
各
集
落
（
組
）
の
総
代
・
副
総
代
二

人
・
会
計
の
二
〇
人
で
構
成
さ
れ
る
（
４
―
１
―
６
）。

　

人
口
は
、
一
九
八
五
年
の
一
八
四
五
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
二

〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
の
一
三
八
三
人
を
底
に
増
加
に
転
じ
て
い

る
（
４
―
１
―
７
）。

第
四
節
　
外
坪

	

　

町
の
南
東
部
に
あ
り
、
北
は
中
小
口
地
区
の
新
宮
、
西
と
南
は
小

牧
市
、
東
は
木こ
っ

津つ

用
水
を
境
に
犬
山
市
に
接
し
て
い
る
。
北
部
を
県

道
若
宮
江
南
線
が
東
西
に
、
西
部
を
国
道
四
一
号
が
南
北
に
走
り
北
西

部
で
交
差
す
る
。
水
田
中
心
の
農
業
地
域
に
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。

歴
史

　

東
部
の
神
明
社
周
辺
に
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
あ
り
、
付
近
に
古
墳

が
あ
る
。
特
に
、
明
治
末
の
道
路
新
設
工
事
に
よ
り
滅
失
し
た
石
亀

塚
古
墳
か
ら
は
銅
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
町
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）。

　

一
五
八
四
（
天
正
十
二
）
年
の
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
三
月
二

十
八
日
、
徳
川
家
康
の
本
陣
で
あ
る
小
牧
山
に
対
し
て
秀
吉
は
楽
田

に
本
陣
を
構
え
、
外
坪
村
に
も
布
陣
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、『
覚
書
』
に
は
、
戸
数
三
三
戸
・
人
口
二
二
一

人
と
あ
り
、『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は
戸
数
六
八
戸
・
人
口
二
〇
一
人
と
あ

る
。
ま
た
、
外
坪
村
は
、
尾
張
藩
領
小
牧
代
官
所
支
配
下
で
、
家
臣

八
人
分
の
給
知
（
藩
士
の
所
領
）
高
三
二
四
石
、
藩
の
蔵
入
地
（
尾

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 529 16.6 82 14.7

1822頃 538 11.3 137 12.1

1932 796 10.9 150 11.3

1953 962 11 ― ―

1963 1,033 9.2 ― ―

1973 1,374 8.8 431 8.2

1983 1,829 10.8 584 12.1

1993 1,670 9 547 10

2003 1,433 6.8 486 7

2013 1,533 6.7 556 6.7

2022 1,550 6.4 621 6.3
4-1-7　大屋敷の人口・世帯の推移

（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。
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張
藩
の
直
轄
領
）
高
一
六
石
で
あ
っ
た
。
村
の
本
郷
は
小
口
村
に
接

し
て
お
り
、
集
落
は
本
郷
・
新
田
屋
敷
・
松
山
屋
敷
・
寺
屋
敷
の
四

つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
決
め
ら
れ
た
村
の
生
産
高
に
対
し
、
人
口
が

少
な
く
労
働
力
不
足
で
貧
村
で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
と
一
八
九
二
年
、
木
津
用
水
の
堤

防
が
外
坪
地
内
で
決
壊
し
、
村
内
に
被
害
が
出
た
。
一
八
八
九
年
に

富
成
村
の
大
字
と
な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま

で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
一
九
一
〇
年
に

小
牧
町
巾
下
耕
地
整
理
組
合
に
加
入
し
て
、
一
筆
一
反
歩
に
耕
地
整

理
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ

に
と
も
な
う
換
地
処
分
に

よ
り
旧
小
字
名
も
変
更
さ

れ
る
。
一
九
六
四
（
昭
和

三
十
九
）
年
、
農
業
構
造

改
善
事
業
に
着
手
し
た
。

地
区
内
集
落

　

郷ご
う

・
巾は
ば

・
松ま
つ

山や
ま

の
三
集

落
（
組
）
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
。
江
戸
時
代
の
集

落
四
区
分
の
う
ち
、
本
郷
が
郷
と
呼
ば
れ
、
新
田
屋
敷
が
東
部
段
丘

上
の
集
落
で
巾
と
呼
ば
れ
、
松
山
屋
敷
・
寺
屋
敷
が
松
山
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
は
班
が
存
在
す
る
（
４
―
１
―
８
）。

　

従
来
、
区
長
の
選
出
は
地
区
で
区
長
・
副
区
長
を
選
出
し
て
い
た

が
、
選
出
さ
れ
た
人
の
年
齢
に
開
き
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
是

正
す
る
た
め
、
区
政
改
革
委
員
会
を
組
織
し
、
区
長
の
選
出
区
域
を

外
坪
一
円
と
し
立
候
補
制
と
し
た
。
の
ち
に
、
副
区
長
が
翌
年
の
区

長
に
就
任
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
た
。

　

人
口
は
多
少
の
増
減
が
あ
る
も
の
の
、
人
口
割
合
は
徐
々
に
減
少

し
つ
つ
あ
る
（
４
―
１
―
９
）。

4-1-9　外坪の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 221 6.9 33 5.9

1822頃 201 4.2 68 6

1932 539 7.4 108 8.1

1953 646 7.4 ― ―

1963 625 5.5 ― ―

1973 838 5.3 267 5.1

1983 778 4.6 210 4.4

1993 841 4.6 233 4.2

2003 809 3.8 228 3.3

2013 811 3.6 271 3.2

2022 741 3.1 269 2.7

4-1-8　外坪地区内集落図

561　 第四節　外坪



昭
和
二
十
年
代
の
町
内
会
（
外
坪
）

　
昭
和
二
十
年
代
は
本
当
に
貧
し
い
十
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
幸
い
、
大
口
村
は
大
半
が
農
家
で
し
た
か
ら
物
は
無
く
と
も
食
べ
る
こ

と
だ
け
は
、
お
腹
を
空
か
す
こ
と
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
名
古
屋
な
ど
都
会
か
ら
食
物
を
求
め
に
来
る
人
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が

家
の
遠
縁
は
、
家
族
で
訪
れ
て
子
供
た
ち
に
腹
一
杯
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
祖
母
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
婦
人
会
活
動
・
青
年
団
活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
当
時
は
野
球
が
唯
一
の
娯
楽
で
、
子
ど
も
も
青
年
も
野
球
に
熱
中
し
ま

し
た
。
時
代
で
も
あ
り
プ
ロ
野
球
で
は
川
上
・
大
下
・
杉
下
と
い
っ
た
名

選
手
が
活
躍
し
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
わ
が
外
坪
は
全
く
の
農
村
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
米
作
り
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
麦
を
作
り
、
大
根
の
種
を
採
り
、
菜
種
を
作
り
、
そ
し
て

米
作
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
麦
作
り
、
米
作
り
の
合
間
に
養
蚕
と
、
年

中
暇
な
し
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
共
同
作
業
が
そ
れ
な
り
に
盛
ん
で

あ
り
ま
し
た
。

　
物
が
な
い
時
代
、
機
械
化
の
な
い
手
作
業
の
時
代
、
籾も
み

擢す

り
も
共
同
作

業
、
菜
種
か
ら
菜
種
油
を
採
る
、
圧
縮
機
を
共
同
で
購
入
し
、
お
菓
子
な

ど
ほ
と
ん
ど
な
い
時
代
、
米
を
は
ざ
し
て
作
る
米
菓
子
、
こ
れ
も
共
同
購

入
。
さ
と
う
き
び
か
ら
黒
砂
糖
を
精
製
す
る
。
秋
は
あ
ち
こ
ち
の
用
水
の

水
が
引
く
と
水
路
の
一
部
を
堰せ

き
止
め
て
、
水
を
下
流
に
か
き
出
し
て
鮒ふ
な

や
鯰
な
ま
ず
、
川
魚
を
捕
ま
え
た
。
こ
れ
を
„
か
え
ど
り
�
と
い
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
町
内
共
同
で
の
魚
取
り
、
今
思
い
返
す
と
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
当
時
は
何
を
す
る
に
も
共
同
作
業
、
助
け
合
い
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
「
寄
り
合
い
」
と
い
っ
て
何
か
と
相
談
し
決
定
し
、
こ
れ
が
中
々

決
ま
ら
な
い
、
こ
ん
な
会
合
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
し
た
。

　
お
宮
や
お
寺
の
行
事
も
今
と
は
違
い
村
中
総
出
の
時
代
、
尾
張
富
士
の

石
上
げ
祭
、
お
宮
で
は
演
芸
会
・
映
画
会
・
お
祭
り
・
輪
く
ぐ
り
・
初
詣
。

み
ん
な
が
集
い
語
ら
う
。
こ
の
ご
ろ
は
、
こ
う
し
た
集
い
は
ず
い
ぶ
ん
と

減
っ
て
、
寂
し
い
思
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
„
山
の
子
�
で
お
米
を
持
ち
寄
り
、
親
た
ち
が
作
っ
て

く
れ
る
五
目
ご
飯
を
食
べ
、
夜
遅
く
ま
で
騒
い
で
楽
し
み
、
皆
で
魚
取
り
、

皆
一
緒
に
泳
ぎ
、
上
級
生
は
下
級
生
を
い
た
わ
り
、
物
に
は
恵
ま
れ
な
い

時
代
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
助
け
合
い
、
い
た
わ
り
の
あ
る
良
き
時
代
で

あ
り
ま
し
た
。

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）
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第
五
節
　
河
北

	

　

町
の
北
東
部
に
位
置
す
る
。
東
は
五
条
川
、
北
は
郷ご
う

瀬ぜ

川
を
境
に

犬
山
市
、
南
は
外
坪
地
区
、
西
は
上
小
口
地
区
に
接
す
る
。
県
道
斉

藤
羽
黒
線
・
草
井
羽
黒
線
が
東
西
に
走
る
。
水
田
中
心
の
農
業
地
域

で
、
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
・
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
が
地

区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
入
鹿
切
れ
（
第
一
編
第
三
章
第
一
節
）

に
よ
り
町
内
で
一
番
多
く
犠
牲
者
を
出
し
た
地
域
で
あ
る
。

　

近
世
は
、『
覚
書
』
に
「
川
北
村
」
と
記
載
さ
れ
、「
枝
郷　

中
沖 

二
ツ
屋
」
と
あ
る
。
尾
張
藩
領
小
牧
代
官
所
支
配
下
で
は
あ
る
が
、

人
口
は
戸
数
四
六
戸
・
人
口
二
八
七
人
と
あ
る
。『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
で
は
村

名
が
「
小
弓
庄
河
北
村
」
と
な
り
、
戸
数
八
五
戸
・
人
口
三
五
六
人

と
あ
る
。
新
田
を
除
き
尾
張
藩
付
家
老
で
犬
山
城
主
成な
る

瀬せ

隼は
や

人と
の

正し
ょ
うの

給
地
で
あ
っ
た
。
北
部
を
流
れ
る
郷
瀬
川
（
善ぜ
ん

師じ

野の

川
）
が
決
壊
す

る
な
ど
水
害
に
悩
ま
さ
れ
た
村
で
、
村
内
に
は
水
車
が
あ
り
、
運
上

金
を
出
し
て
い
た
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
富
成
村
の
大
字
と
な
り
、
以
後
、

名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字
名
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。『
大
口
村
誌
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
五
年
前
後
（
大
正

末
期
か
ら
昭
和
初
期
）
に
は
、
人じ

ん

絹け
ん

カ
ベ
織
布
工
場
が
三
軒
設
立
さ
れ

た
。
人
絹
カ
ベ
と
は
、
人
造
絹
糸
に
よ
る
壁
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九

六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
か
ら
農
業
構
造
改
善
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

地
区
内
集
落

　

河
北
は
、
上
郷
・
仲
沖
・
二
ツ
屋
の
三
つ
の
集
落
（
組
）
か
ら
な

り
、
区
長
は
上
郷
二
年
、
仲
沖
一
年
、
上
郷
二
年
、
二
ツ
屋
一
年
の

サ
イ
ク
ル
で
選
出
し
て
い
る
。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定
者

が
務
め
る
（
４
―
１
―
10
）。

　

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
が

前
年
か
ら
人
口
で
二
〇
〇
人
増
、
世
帯
数
で
八
〇
世
帯
ほ
ど
増
加
し

た
（
４
―
１
―
11
）。

4-1-10　河北地区内集落図
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第
六
節
　
余
野
（
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）	

　

町
の
北
西
部
に
位
置
す
る
。
北
と
西
は
扶
桑
町
、
東
は
中
小
口
地

区
、
南
は
下
小
口
地
区
に
接
す
る
。
南
端
を
県
道
小
口
岩
倉
線
、
北

端
を
県
道
斉
藤
羽
黒
線
が
東
西
に
走
る
。
名
鉄
犬
山
線
柏
森
駅
に
近

く
、
住
宅
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
神
社
は
余
野
神
社
、
寺
院
は
山や
ま

姥ん
ば

物
語
ゆ
か
り
の
徳
林
寺
と
全
徳
寺
が
あ
る
。
西
保
育
園
・
大
口
西
小

学
校
が
地
区
内
に
立
地
す
る
。

歴
史

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
垣
田
・
西
浦
・
清
水
遺
跡
が
、
弥
生
時

代
の
遺
跡
と
し
て
西
浦
・
清
水
・
日
高
遺
跡
が
あ
る
。
清
水
遺
跡
か

ら
は
、
弥
生
時
代
の
壺つ
ぼ

・
高た
か

坏つ
き

・
小
型
仿ぼ
う

製せ
い

鏡き
ょ
うな

ど
が
出
土
し
て
お

り
（
第
三
編
第
六
章
第
二
節
）、
余
野
四
丁
目
地
内
（
旧
字
神
明
下
）

か
ら
は
全
長
五
・
六
㎝
の
小
型
銅ど
う

鐸た
く

が
発
見
さ
れ
た
。

　

徳
林
寺
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
一
二
九
四
（
永
仁
二
）
年
、
余
野
村

在
住
の
武
士
、
小こ

池い
け

与よ

八は
ち

郎ろ
う

貞さ
だ

宗む
ね

が
、
空
母
山
徳
蓮
寺
と
称
し
た
真

言
宗
の
寺
院
を
建
立
し
、
一
時
衰
退
し
た
が
、
一
四
六
九
（
文
明
元
）

年
、
小
口
城
主
、
織お
だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
大
龍
山
徳
林
寺
と
改
称
し
臨

4-1-11　河北の人口・世帯の推移
（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 287 9 46 8.2

1822頃 356 7.5 85 7.5

1932 706 9.6 124 9.4

1953 841 9.7 ― ―

1963 844 7.5 ― ―

1973 932 5.9 187 3.6

1983 1,160 6.8 258 5.4

1993 1,311 7.1 311 5.7

2003 1,288 6.1 363 5.2

2013 1,676 7.3 550 6.6

2022 1,749 7.2 632 6.4
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済
宗
の
寺
院
と
し
て
再
興
し
た
（
第
三
編
第
三
章
第
二
節
）。

　
『
信の
ぶ

雄か
つ

分ぶ
ん

限げ
ん

帳ち
ょ
う』

に
よ
る
と
、
余
野
に
織
田
信
雄
の
家
臣
、
滝
善
太

郎
の
知
行
地
（
領
地
）
が
存
在
し
た
。
し
か
し
、
一
五
八
四
（
天
正

十
二
）
年
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
羽は

柴し
ば

秀ひ
で

吉よ
し

方
に
占
領
さ
れ
不

知
行
と
な
っ
た
。『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は
、
こ
の
と
き
徳
林
寺
の
本
堂
と
塔

頭
を
焼
失
し
た
と
あ
る
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
一
六
七
〇
年
頃
と
一
八
二
二
年
頃
の
戸
数
・

人
口
を
比
較
す
る
と
、
戸
数
は
七
二
戸
か
ら
一
三
二
戸
に
、
人
口
は

四
二
一
人
か
ら
五
二
〇
人
に
な
っ
て
い
る
。
余
野
村
は
、
尾
張
藩
領

小
牧
代
官
所
支
配
下
で
、
家
臣
一
二
人
分
の
給
知
（
藩
士
の
所
領
）

高
四
八
九
石
、
藩
の
蔵
入
地
（
尾
張
藩
の
直
轄
領
）
高
五
〇
石
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
村
の
生
産
高
に
対
し
人
口
は
多
か
っ
た
が
、

年
貢
を
納
め
る
べ
き
農
家
が
徐
々
に
少
な
く
な
り
貧
村
と
あ
る
。
そ

し
て
村
内
は
畑
が
多
く
や
せ
た
土
地
に
は
茶
畑
が
入
り
混
じ
り
、
砂

地
な
の
で
大
麦
は
実
ら
ず
茶
と
桑
の
間
に
小
麦
と
荏え

（
エ
ゴ
マ
）
を

栽
培
し
た
。
桑
の
葉
は
養
蚕
用
と
し
て
他
村
へ
売
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
小
口
村
の
大
字
と
な
っ
た
が
、

一
八
九
五
年
に
柏
森
村
に
編
入
さ
れ
同
村
の
大
字
と
な
る
。
そ
の
後
、

一
九
〇
六
年
に
大
口
村
の
大
字
と
な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が

施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口
町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
余
野
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
が
設

立
さ
れ
、
資
金
の
貸
し
付
け
、
食
糧
・
農
業
に
必
要
な
も
の
を
共
同

購
入
し
て
組
合
員
に
販
売
し
、
農
業
生
産
物
の
協
働
販
売
も
お
こ

な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
に
余
野
字
西
浦
で
大
口
製
糸
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、
設
立
当
時
は
従
業
員
二
八
〇
人
で
年
間
七
〇
〇
梱

こ
う
り

の
生
糸
を
産
出
し
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
こ
の
会
社
は
一

九
三
五
（
昭
和
十
）
年
頃
に
不
況
の
た
め
解
散
し
て
し
ま
う
。

　

一
九
六
〇
年
に
余
野
字
垣
田
で
県
営
住
宅
が
完
成
し
、
一
九
六
四

年
か
ら
垣
田
区
と
し
て
独
立
し
た
。
さ
ら
に
一
九
八
七
年
に
は
、
地

区
の
一
部
が
さ
つ
き
ケ
丘
区
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
、
余
野
を
含
む
市
街
化
区
域
を
設
定
す
る
と
、
鉄
道

の
駅
に
近
い
場
所
か
ら
宅
地
化
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
一
九
八
七
年
一

月
に
は
、
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
が
認
可
さ
れ
、
一
九

九
七
（
平
成
九
）
年
二
月
に
事
業
が
完
了
す
る
と
、
人
口
は
飛
躍
的

に
増
加
し
た
。
ま
た
、
町
内
全
人
口
に
対
す
る
余
野
区
の
人
口
割
合

が
一
〇
％
か
ら
二
〇
％
と
な
り
、
余
野
区
に
人
口
が
集
中
し
て
増
加

し
て
い
る
。
一
九
九
三
年
に
人
口
が
一
旦
減
少
し
て
い
る
の
は
、
さ

つ
き
ケ
丘
区
民
の
人
口
を
別
に
し
た
た
め
で
あ
る
（
４
―
１
―
12
）。
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地
区
内
集
落
（
４
―
１
―
13
）

　

余
野
区　
か
つ
て
は
、
地
区
内
を
南
北
に
流
れ
る
昭
和
用
水
を
境

に
、
川
東
と
川
西
に
集
落
を
分
け
て
い
た
が
、
急
激
な
人
口
増
加
と

宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
余
野
区
を
東
西
南
北
の
四
つ
の
班
に

分
け
た
。
区
長
・
副
区
長
・
評
議
員
で
構
成
す
る
役
員
は
、
公
募
及

び
前
年
度
役
員
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。
副
区
長
・
評
議

員
の
定
数
は
前
年
度
の
区
長
が
決
め
る
。
評
議
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
一
〇
〇
世
帯
に
つ
き
一
名
で
決
め
て
い
る
。4-1-12　余野区の人口・世帯の推移

（1670年頃は『寛文村々覚書』、1822年頃は『尾張徇行記』、
1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。

4-1-13　余野・垣田・さつきケ丘区内集落図

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1670頃 421 13.2 72 12.9

1822頃 520 10.9 132 11.6

1932 781 10.7 129 9.7

1953 912 10.5 ― ―

1963 1,025 9.1 ― ―

1973 1,803 11.5 455 8.7

1983 2,530 14.9 672 14

1993 2,413 13.1 777 14.1

2003 4,187 19.8 1,434 20.6

2013 5,174 22.7 1,874 22.4

2022 5,829 24.1 2,403 24.4

余野余野
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垣
田
区　
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
直
後
に
県
営
住
宅
が
余
野

字
垣
田
に
お
い
て
建
設
を
開
始
し
、
翌
年
に
完
成
し
た
。
完
成
以
降

は
入
居
が
相
次
ぎ
、
約
三
年
で
人
口
が
約
一
七
倍
と
な
っ
た
（
４
―
１

―
14
）。
一
九
六
四
年
二
月
か
ら
、
県
営
住
宅
の
町
内
会
長
が
垣
田
区

長
と
な
る
。
一
九
七
九
年
か
ら
三
年
か
け
て
、
三
一
五
戸
の
う
ち
一

九
六
〇
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
平
屋
一
五
八
戸
が
建
替
え
ら
れ
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
も
し
く
は
四
階
建
て
と
な
っ
た
。

　

さ
つ
き
ケ
丘
区　
一
九
八
七
年
に
余
野
か
ら
分
区
し
、
さ
つ
き
ケ

丘
区
と
し
て
区
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年

現
在
、
区
内
は
一
八
組
に
分
か
れ
、
組
長
は
一
九
人
い
る
（
一
〇
組

は
一
〇-

一
・
一
〇-

二
で
二
人
の
組
長
）。
区
会
は
、
区
長
・
副
区

長
・
会
計
（
区
会
議
員
兼
務
）・
顧
問
・
集
会
所
委
員
（
区
会
議
員
兼

務
）・
区
会
議
員
四
人
（
一
～
四
組
担
当
・
五
～
九
組
担
当
・
一
〇
～

一
三
組
担
当
・
一
四
～
一
八
組
担
当
）
か
ら
な
る
。
分
区
以
降
は
大

き
な
人
口
の
増
減
が
な
い
分
、
高
齢
化
率
は
徐
々
に
上
昇
し
、
二
〇

一
一
年
以
降
は
高
齢
化
率
が
三
〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
（
４
―
１
―

15
）。

4-1-15　さつきケ丘区の人口・世帯の推移
（町の統計データによる）

4-1-14　垣田（県営住宅）の人口・世帯の推移
（町の統計データによる）
※表中「－」は記載なし。

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1960 72 0.7 ― ―

1963 1,235 11 ― ―

1973 1,304 8.3 372 7.1

1983 948 5.6 284 5.9

1993 1,204 6.5 405 7.4

2003 1,096 5.2 398 5.7

2013 927 4.1 397 4.8

2022 663 2.7 338 3.4

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1987 737 4.2 200 4.1

1993 816 4.4 254 4.6

2003 852 4 294 4.2

2013 836 3.7 324 3.9

2022 861 3.6 375 3.8
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さ
つ
き
ケ
丘
区
の
歴
史

　
さ
つ
き
ケ
丘
は
、
一
九
八
七
年
に
大
口
町
の
行
政
区
と
し
て
余
野
区
か

ら
独
立
し
ま
し
た
。

　
一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
直
後
に
、
県
営
垣
田
住
宅
と
し
て
木
造
建

て
の
簡
素
な
家
が
三
一
五
戸
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
周
り
は
殆
ど
桑
畑

と
田
畑
ば
か
り
の
淋
し
い
所
で
し
た
が
、
豆
腐
屋
・
肉
屋
・
八
百
屋
・
理

髪
店
・
ラ
ー
メ
ン
屋
な
ど
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
お
店
も
出
来
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
九
七
〇
年
か
ら
垣
田
と
そ
の
周
辺
の
区
画
整
理
が
始
ま
り
、

名
鉄
柏
森
駅
の
利
用
で
江
南
市
よ
り
地
価
が
安
い
と
い
う
事
と
、
ま
だ
自

然
も
残
り
駅
か
ら
歩
い
て
十
分
～
十
五
分
と
い
う
便
利
さ
も
あ
り
居
住
者

が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
行
政
区
と
し
て
は
余
野
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
が
多
い
現
状
で
は
農
業
中
心
の
余
野
区
の
慣
習
に
馴
染
め
ず
、

行
事
参
加
に
も
不
慣
れ
で
し
た
の
で
一
九
六
七
年
区
内
分
離
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、
消
防
団
が
な
い
、
神
社
が
な
い
、
集
会

所
が
な
い
な
ど
、
な
い
な
い
づ
く
し
の
住
民
が
乗
り
超
え
る
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
、
余
野
区
と
の
話
し
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
余
野
区
に
属
し

て
い
て
は
、
直
接
道
路
の
舗
装
、
側
溝
の
整
備
な
ど
の
要
望
が
、
余
野
区

長
経
由
で
は
、
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
街
化
区
域
と
し
て

自
分
達
の
自
治
会
を
組
織
し
な
く
て
は
と
、
一
九
八
七
年
さ
つ
き
ケ
丘
区

と
し
て
承
認
さ
れ
、
初
代
区
長
さ
ん
と
地
元
の
町
議
会
議
員
さ
ん
が
三
年

間
に
わ
た
り
お
骨
折
り
い
た
だ
き
、
街
路
燈
の
設
置
、
集
会
所
の
建
設
な

ど
住
民
の
声
を
集
約
し
て
町
へ
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
余
野

区
と
は
、
余
野
神
社
の
祭
礼
に
は
氏
子
と
し
て
参
加
し
、
消
防
団
も
余
野

区
の
お
世
話
に
な
っ
て
、
人
的
協
力
が
出
来
な
い
所
は
負
担
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
集
会
所
は
町
有
地
の
一
部
の
上
に
一
九
八
八
年
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
老
朽
化
し
た
集
会
所
の
建
設
問
題
が
起
こ
り
ま
し

た
が
、
二
〇
一
一
年
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
二
〇
一
四
年
に
防
災
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
た
地
域
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
歴
史
の
浅
い
区
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
御
近
所
の
絆
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
ふ
れ
あ
い
事
業
の
重

要
性
に
気
付
き
、
手
を
取
り
合
っ
て
温
か
い
地
域
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

「
さ
つ
き
ケ
丘
」
と
い
う
名
前

　
ど
う
し
て
さ
つ
き
ケ
丘
っ
て
シ
ャ
レ
た
名
前
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
余
野
区
か
ら
独
立
し
五
月
に
報
告
を
受
け
た
当
時
の
役
員
さ
ん
の
ひ
と

こ
と
、
五
月
だ
か
ら
「
さ
つ
き
」
で
し
ょ
と
、
全
員
一
致
で
「
さ
つ
き
ケ

丘
」
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）
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第
七
節
　
小
口
（
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
）	

　

町
の
北
東
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
位
置
す
る
。
北
は
扶
桑
町
、
東

は
河こ

北ぎ
た

地
区
、
南
は
外
坪
地
区
・
秋
田
地
区
・
大
屋
敷
地
区
、
西
は

余
野
地
区
・
江
南
市
と
接
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
初
め
頃
に
は
、

上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の
三
つ
の
区
域
に
分
か
れ
て
い
た
。
東

西
に
県
道
斉
藤
羽
黒
線
・
県
道
小
口
岩
倉
線
が
通
る
。
住
宅
地
で
あ

る
が
、
一
部
水
田
が
広
が
る
。

　

上
小
口　
東
部
に
国
道
四
一
号
、
区
域
中
央
を
東
西
に
県
道
斉
藤

羽
黒
線
が
走
る
。
中
央
部
は
住
宅
地
で
、
東
側
に
水
田
が
広
が
る
。

公
共
施
設
は
、
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
と
わ
か
し
ゃ
ち
国
体

記
念
運
動
公
園
が
あ
り
、
北
に
接
す
る
扶
桑
町
と
の
境
界
上
に
、
県

立
丹
羽
高
等
学
校
が
あ
る
。
社
寺
は
、
白は
く

山さ
ん

社
と
薬や
く

師し

寺
（
曹そ
う

洞と
う

宗し
ゅ
う）

が
所
在
す
る
。

　

萩は
ぎ

島し
ま

は
、
木こ
っ
つ津
用
水
（
合
瀬
川
）
と
新
木
津
用
水
の
間
に
あ
る
集

落
で
、
江
戸
時
代
か
ら
上
小
口
の
枝
郷
で
あ
っ
た
。
社
寺
は
、
清き
よ

島し
ま

神
社
と
円え
ん

応お
う

寺
（
曹
洞
宗
）
が
あ
る
。

　

中
小
口　
東
部
に
国
道
四
一
号
、
上
小
口
境
を
南
北
に
県
道
小
口

名
古
屋
線
が
走
る
。
西
部
は
住
宅
地
で
、
東
側
に
水
田
が
広
が
る
。

公
共
施
設
は
、
北
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
大
口
中
保
育

園
（
町
立
か
ら
の
ち
に
民
営
化
）、
大
口
北
小
学
校
・
多
世
代
が
集
う

憩
い
広
場
・
小
口
城

じ
ょ
う

址し

公
園
が
所
在
す
る
。
大
口
北
小
学
校
は
当
初
、

五
条
川
右
岸
に
あ
っ
た
が
、
五
条
川
左
岸
の
大
口
北
部
中
学
校
（
一

九
八
五
～
二
〇
〇
七
年
）
が
大
口
中
学
校
と
統
合
し
た
た
め
、
増
改

築
を
し
て
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
に
移
設
し
た
。
北
小
学
校

の
跡
地
は
、
多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
と
な
る
。
社
寺
は
、
小
口
神

社
・
神し
ん

明め
い

社
・
妙
み
ょ
う

徳と
く

寺
（
臨
済
宗
）
が
あ
る
。

　

下
小
口　
東
部
に
国
道
四
一
号
、
南
北
に
県
道
小
口
岩
倉
線
が
走

る
。
住
宅
地
で
、
東
南
部
に
水
田
が
広
が
る
。
公
共
施
設
は
、
町
の

中
央
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
児
童
セ
ン
タ
ー
・
大
口
町
役
場
・
総

合
運
動
場
と
い
っ
た
主
要
な
施
設
の
ほ
か
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
仁に

所し
ょ

野の

遺
跡
に
白
山
ふ
れ
あ
い
の

森
が
あ
る
。
社
寺
は
、
白
山
社
・
薬
師
堂
（
陽よ
う

学が
く

院い
ん

）
が
あ
る
。
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歴
史

　

旧
石
器
時
代
の
遺
物
と
し
て
、
荒
井
（
上
小
口
三
丁
目
・
旧
小
口

字
馬ば

喰く
ろ

島じ
ま

）
出
土
の
握あ
く

斧ふ

、
西
山
神
遺
跡
（
中
小
口
一
丁
目
・
旧
小

口
字
西に
し

山や
ま
の

神か
み

）
出
土
の
石
器
類
が
あ
る
。
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て

は
、
ほ
場
整
備
の
際
に
見
つ
か
っ
た
向
江
遺
跡
（
中
小
口
一
丁
目
地

内
・
旧
小
口
字
向
江
）
の
住
居
跡
、
仁
所
野
遺
跡
の
調
査
で
確
認
し

た
方ほ
う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

群
、
東
樋
田
遺
跡
（
下
小
口
一
丁
目
・
旧
小
口
字
東

樋
田
）
の
住
居
跡
な
ど
が
あ
る
。
古
墳
時
代
に
は
、
善
光
寺
塚
古
墳

（
上
小
口
一
丁
目
）、
小
口
城
古
墳
が
立
地
す
る
。

　

承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
年
）
成
立
の
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』
に

は
、
尾
張
国
丹
羽
郡
十
二
郷
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
小
口
郷
」
と
あ
り
、

小
口
の
地
名
が
確
認
で
き
る
最
古
の
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
九
二
七

年
成
立
の
『
延
喜
式
』
神
名
帳
の
小
口
神
社
と
『
尾
張
国
内
神
名
帳
』

の
小
口
天
神
は
同
一
で
あ
り
、
九
〇
〇
年
代
に
は
小
口
神
社
（
小
口

天
神
）
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
四
〇
〇
年
代
に
は
、
尾
張
国
守
護
代
で
あ
っ
た
織お

田だ

敏と
し

広ひ
ろ

の
弟
、 

織お
だ
と
お
と
う
み
の
か
み
ひ
ろ
ち
か

田
遠
江
守
広
近
が
一
四
五
九
（
長
禄
三
）
年
に
小
口
城
を
築
城
し
、

そ
の
後
犬
山
に
木
之
下
城
も
築
城
し
て
美
濃
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
た
。

小
口
城
と
木
之
下
城
を
往
来
す
る
「
織
田
街
道
」
と
い
う
道
が
存
在

し
た
と
伝
承
に
残
っ
て
い
る
。
広
近
は
余
野
地
区
の
徳
林
寺
を
再
興

し
、
出
家
後
に
は
小
口
城
の
北
西
に
隠
居
所
を
建
て
た
。
こ
の
隠
居

所
が
、
の
ち
の
妙
徳
寺
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
『
覚
書
』
に
は
、「
枝
郷 

上
小
口　

中
小
口　

下
小

口　

萩
島
」、
戸
数
二
〇
二
軒
・
人
口
一
〇
五
〇
人
と
あ
る
。
一
六
〇

〇
年
代
に
、
す
で
に
小
口
の
中
で
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
と
萩

島
と
い
っ
た
集
落
区
分
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
徇
じ
ゅ
ん

行こ
う

記き

』
に
は

戸
数
四
一
七
軒
・
人
口
一
九
四
一
人
と
あ
る
。
ま
た
、
小
口
村
は
尾

張
藩
領
小
牧
代
官
所
支
配
下
で
は
あ
る
が
、
新
田
を
除
き
尾
張
藩
付

家
老
で
尾
張
藩
領
美
濃
今い
ま

尾お

藩
主
で
あ
る
竹
た
け
の

腰こ
し

山や
ま

城し
ろ
の

守か
み

の
給
地
で

あ
っ
た
。
小
口
村
は
、
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の
三
村
に
分
か

れ
、
支し

邑ゆ
う

と
し
て
萩
島
・
北
外
坪
・
竹
田
・
下
島
・
野
田
野
・
稲
口
・

寺
田
の
七
つ
に
分
か
れ
、
萩
島
は
上
小
口
に
「
属
す
」
と
明
確
に
書

か
れ
て
い
る
が
、
北
外
坪
・
稲
口
・
寺
田
は
下
小
口
の
東
南
、
竹
田
・

下
島
・
野
田
野
は
下
小
口
の
西
と
位
置
関
係
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
竹
田
・
下
島
・
野
田
野
は
、
砂
地
で
茶
畑
が
多
く
、
そ
の
東

側
は
黒
土
で
土
性
が
よ
い
と
あ
る
。

　

入い
る

鹿か

清せ
い

右え

も

ん
衛
門
新
田
は
、『
覚
書
』
に
よ
る
と
、
戸
数
七
軒
・
人
口

三
〇
人
と
あ
る
。『
徇
行
記
』
に
は
戸
数
一
六
軒
・
人
口
四
四
人
で
、

場
所
は
木
津
用
水
と
新
木
津
用
水
の
間
で
萩
島
集
落
の
南
に
位
置
す

る
。
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
小
口
村
へ
編
入
さ
れ
た
。
一
八
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八
九
年
、
余
野
村
と
合
併
し
小
口
村
大
字
小
口
と
大
字
余
野
の
二
つ

の
大
字
で
編
成
さ
れ
る
が
、
一
八
九
五
年
に
余
野
が
柏
森
村
に
編
入

さ
れ
大
字
は
小
口
の
み
と
な
る
。
一
九
〇
六
年
に
大
口
村
の
大
字
と

な
り
、
以
後
、
名
称
地
番
変
更
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
大
口
村
・
大
口

町
の
大
字
名
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

区
長
制
度
下
で
は
、
小
口
区
長
は
上
小
口
・
中
小
口
・
下
小
口
の

輪
番
で
選
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）

年
以
降
は
、
三
地
区
そ
れ
ぞ
れ
が
区
長
を
選
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
区
内
集
落

　

上
小
口
区　
ほ
か
の
区
と
は
異
な
り
、
集
落
が
比
較
的
固
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
木
津
用
水
で
南
北
に
つ
な
が
る
枝
郷
の
萩
島
を
除

け
ば
区
内
で
の
地
区
分
け
は
な
く
、
区
長
の
選
出
方
法
も
世
代
順
に

選
出
し
て
い
る
（
４
―
１
―
16
）。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定

者
が
務
め
る
。
こ
の
他
、
評
議
員
一
九
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
萩

島
は
総
代
な
ど
が
上
小
口
区
会
に
出
席
し
、
単
独
で
で
き
る
行
事
を

除
い
て
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

工
場
誘
致
に
よ
り
、
民
成
紡
績
株
式
会
社
の
敷
地
内
に
寮
が
で
き
、

地
区
内
に
も
社
宅
が
で
き
た
た
め
、
一
九
五
七
年
に
人
口
割
合
が
前

年
の
九
・
四
％
か
ら
一
六
・
四
％
に
ま
で
上
昇
し
、
一
九
六
〇
年
に

4-1-17　上小口の人口・世帯の推移
（1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。 4-1-16　上小口地区内集落図

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1932 620 8.5 112 8.4

1953 763 8.8 ― ―

1963 1,834 16.3 ― ―

1973 2,067 13.2 1,054 20.1

1983 1,722 10.2 596 12.4

1993 1,572 8.5 512 9.3

2003 1,789 8.5 626 9

2013 1,577 6.9 610 7.3

2022 2,181 9 823 8.4

上小口上小口
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は
一
八
・
三
％
ま
で
上
昇
し
た
。
そ
れ
以
降
、
紡
績
業
の
衰
退
も
あ

り
人
口
は
徐
々
に
減
少
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
は

工
場
・
社
宅
跡
地
の
分
譲
化
が
進
み
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
一
気
に

上
昇
し
た
（
４
―
１
―
17
）。

　　

中
小
口
区　
地
区
内
は
川
端
・
上
之
段
・
下
之
段
・
新
宮
に
分
か

れ
、
区
長
を
選
出
し
て
い
る
（
４
―
１
―
18
）。
副
区
長
は
、
次
年
度

の
区
長
内
定
者
が
務
め
る
。
区
会
議
員
は
、
川
端
か
ら
南
部
・
中
部
・

北
部
の
代
表
三
人
、
上
之
段
か
ら
東
部
・
西
部
の
代
表
二
人
、
下
之

段
か
ら
東
部
・
中
部
一
・
中
部
二
・
西
部
・
北
部
の
代
表
五
人
、
新

宮
総
代
一
人
の
合
計
一
一
人
で
構
成
さ
れ
る
。

　

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
理
由
と
し
て
一
九
七

〇
年
に
一
部
市
街
化
区
域
に
な
っ
た
こ
と
や
町
営
住
宅
の
建
設
に
よ

り
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
４

―
１
―
19
）。

4-1-19　中小口の人口・世帯の推移
（1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。 4-1-18　中小口地区内集落図

人口
（人）

人口割合 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1932 772 10.5 140 10.6

1953 923 10.6 ― ―

1963 968 8.6 ― ―

1973 1,462 9.3 426 8.1

1983 1,626 9.6 432 9

1993 1,795 9.7 508 9.2

2003 2,054 9.7 654 9.4

2013 2,201 9.6 774 9.3

2022 2,398 9.9 949 9.6
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下
小
口
区　
地
区
内
は
竹
田
組
・
新
田
組
・
天
神
組
・
前
田
組
・

仁
所
野
組
・
本
郷
組
の
六
地
区
に
分
か
れ
、
区
長
を
選
出
し
て
い
る

（
４
―
１
―
21
）。
副
区
長
は
、
次
年
度
の
区
長
内
定
者
が
務
め
る
。
区

会
議
員
は
一
九
人
で
構
成
さ
れ
る
。
竹
田
組
は
、
竹
田
集
落
と
下
島

集
落
か
ら
な
り
、
竹
田
組
の
代
表
の
み
「
総
代
」
と
呼
ぶ
。

　

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年

代
に
か
け
て
特
に
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
企
業
の
寮
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
４
―
１
―
20
）。

4-1-20　下小口の人口・世帯の推移
（1932年は『大口村誌』、1953年以降は町の統計データによる）

　※表中「－」は記載なし。

4-1-21　下小口地区内集落図

人口
（人）

人口割 
（％）

世帯数 
（戸）

世帯割合 
（％）

1932 1,078 14.7 197 14.9

1953 1,201 13.8 ― ―

1963 1,268 11.3 ― ―

1973 2,116 13.5 632 12

1983 2,763 16.3 889 18.5

1993 3,001 16.2 932 17

2003 3,501 16.6 1,291 18.5

2013 3,894 17.1 1,573 18.8

2022 4,059 16.8 1,797 18.3

573　 第七節　小口（上小口・中小口・下小口）




